
３．鳥類調査 

３.１ 調査実施状況 

鳥類調査は、春季を平成 23 年 6 月 29 日、夏季を 8 月 1 日、秋季を 9 月 12 日、冬季を平成

24 年 1 月 10 日に実施した。 

鳥類の確認種一覧と確認個体数を表 2-3-1 に、確認位置を図 2-3-1～4 に、各季の確認状況の

詳細結果を資料編に示す。 

年 4 回の調査の結果、平成 23 年は 9 目 23 科 48 種の鳥類を確認した。 

３.２ 種類数 

確認種数は、春季は 18 種、夏季は 16 種、秋季は 26 種、冬季は 38 種であった。 

確認個体数の多い種としては、ユリカモメ、ウミネコ、ハシボソガラスであった。 



表 2-3-1 鳥類の確認種一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 1)種名及び配列は「日本鳥類目録改訂第６版」（2000 年、日本鳥学会）に準拠した。 

注 2)渡り区分は、「三重県立博物館研究報告 自然科学第１号 ２．三重県の鳥類相」（1979 年 三重県立博

物館）を参考に、一般生態や昨今の県内での確認状況に応じて区分した。 

注 3)「保存法」は「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（平成４年６月５日 法律第

75 号）、「環境省 RL」は「環境省レッドリスト 鳥類」（2006 年、環境省）、「三重県 RDB」は「三重県レ

ッドデータブック 2005 動物」（2006 年、三重県）、「近畿 RDB」は「近畿地区 鳥類レッドデータブッ

ク」（2002 年 京都大学学術出版会）を示す。

際希：国際希少野生動植物種、EN：絶滅危惧ⅠＢ類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧 

２：絶滅危惧種、３：準絶滅危惧種、４：特に危険なし 

春季
(6月)

夏季
(8月)

秋季
(9月)

冬季
(1月)

保存法
環境省
RL

三重県
RDB

近畿RDB

1 ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌﾞﾘ ｶｲﾂﾌ ﾘ 留鳥 2 1 1
2 ﾍﾟﾘｶﾝ ｳ ｶﾜｳ 留鳥 7 34 22 23
3 ｺｳﾉﾄﾘ ｻｷﾞ ｻｻｺ 夏鳥 1 1 VU 3（ 殖
4 ﾀﾞｲｻｷﾞ 留鳥 1 1 4 1
5 ｺｻｷ 留鳥 11 3
6 ｱｵｻｷ 留鳥 2 3 1 1
7 ｶﾓ ｶﾓ ﾏｶﾞ 冬鳥 4
8 ｶﾙｶ 留鳥 5 12 35
9 ｺｶﾞ 冬鳥 35
10 ﾋﾄﾞ ｶﾞﾓ 冬鳥 40
11 ｵﾅｶ ﾞﾓ 冬鳥 25
12 ﾊｼﾋ ｶﾞﾓ 冬鳥 3
13 ﾎｼﾊｼ ﾛ 冬鳥 48
14 ｷﾝｸﾛﾊｼﾞﾛ 冬鳥 17
15 ｽｽﾞ ﾓ 冬鳥 2
16 ﾀｶ ﾀｶ ﾐｻｺ 留鳥 1 1 2 T EN 3（繁殖 冬
17 ｻｼﾊ 夏鳥 1 U EN 3（ 殖
18 ﾁﾄﾞﾘ ﾁﾄﾞﾘ ｲｶﾙﾁﾄﾞﾘ 留鳥 1 VU
19 ｼﾛﾁﾄ ﾘ 留鳥 2 11 EN 3（ 殖
20 ｹﾘ 留鳥 4
21 ｼｷﾞ ﾄｳﾈﾝ 旅鳥 4 3（ 過
22 ｷｱｼｼｷﾞ 旅鳥 1
23 ｲｿｼｷ 留鳥 2 2 2 3
24 ｶﾓﾒ ﾕﾘｶﾓﾒ 冬鳥 1 360
25 ｾｸﾞ ｶﾓﾒ 冬鳥 1 25
26 ｵｵｾｸ ﾛｶﾓﾒ 冬鳥 3
27 ｳﾐﾈｺ 留鳥 80 1447 478 92
28 ｺｱｼ ｼ 夏鳥 34 希 U EN 2（ 殖
29 ﾊﾄ ﾊﾄ ｷｼﾞ ﾄ 留鳥 1 1 1 1
30 ｱｵﾊ 留鳥 1
31 ﾌﾞｯﾎﾟｳｿｳ ｶﾜｾﾐ ｶﾜｾﾐ 留鳥 2

32 ｽｽﾞﾒ ﾋﾊﾞﾘ ﾋﾊﾞﾘ 留鳥 1
33 ﾂﾊﾞﾒ ﾂﾊﾞ 夏鳥 9 6 6
34 ｾｷﾚｲ ﾊｸｾｷﾚｲ 留鳥 6 5 3 4
35 ｾｸﾞ ｾｷﾚｲ 留鳥 1 1 1 1
36 ﾋﾖﾄﾞﾘ ﾋﾖﾄ 留鳥 1 1 1
37 ﾓｽﾞ ﾓｽﾞ 留鳥 1
38 ﾂｸﾞﾐ ｲｿﾋﾖﾄﾞﾘ 留鳥 1 1
39 ﾂｸﾞﾐ 冬鳥 7
40 ｳｸﾞｲｽ ｾｯｶ 留鳥 1 3（ 殖
41 ﾒｼﾞﾛ ﾒｼﾞ 留鳥 2
42 ﾎｵｼﾞﾛ ﾎｵｼ 留鳥 5
43 ｵｵｼ ﾘﾝ 冬鳥 5
44 ｱﾄﾘ ｶﾜﾗﾋﾜ 留鳥 1 1 1
45 ﾊﾀｵﾘﾄﾞﾘ ｽｽﾞ 留鳥 23 11 3 34
46 ﾑｸﾄﾞﾘ ﾑｸﾄ 留鳥 8
47 ｶﾗｽ ﾊｼﾎ ｶﾞﾗｽ 留鳥 81 107 57 37
48 (ﾊﾄ) (ﾊﾄ) ｶﾜﾗﾊﾞﾄ 家禽類 70 2 20

種数 18 16 26 38
個体数 257 1693 619 868

重要種選定基準

№ 目 科 種名
渡り
区分

平成23年度

3種 6種 7種9目23科48種 1種



図 2-3-1 春季鳥類確認位置 

図 2-3-2 夏季鳥類確認位置 
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図 2-3-3 秋季鳥類確認位置 

図 2-3-4 冬季鳥類確認位置 
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３.３ 出現状況 

目別の種数及び個体数の集計結果を表 2-3-2 に、季節変化を図 2-3-5 に示す。 

季別の種数及び個体数は、春季が 18 種 257 個体、夏季が 16 種 1693 個体、秋季が 26 種 619

個体、冬季が 38 種 868 個体であり、種数は冬季が、個体数は夏季が多い状況であった。 

目別種数では、四季を通じてスズメ目が多く（春季：８種、夏季：６種、秋季：９種、冬季：

12 種）、次いで冬季のカモ目（９種）、秋季のコウノトリ目及び冬季のチドリ目カモメ科の４種

であった。個体数では、春季にはスズメ目が最多であったが、夏季以降はチドリ目カモメ科が

最多であった。 

表 2-3-2 鳥類の目別種数及び個体数 

図 2-3-5 鳥類の目別種数及び個体数の季節変化 

種数 個体数 数 体数 数 体数 数 個体数
ｶｲﾂﾌﾞﾘ目 - - 1 2 1 1 1 1
ﾍﾟﾘｶﾝ目 1 7 1 34 1 22 1 23
ｺｳﾉﾄﾘ目 3 4 2 4 4 17 3 5
ｶﾓ目 1 5 - - 1 12 9 209
ﾀｶ目 - - 1 1 2 2 1 2
ﾁﾄﾞﾘ目ﾁﾄﾞﾘ科 - - - - 1 2 3 16
ﾁﾄﾞﾘ目ｼｷﾞ科 1 2 1 2 3 7 1 3
ﾁﾄﾞﾘ目ｶﾓﾒ科 2 114 2 1,448 2 479 4 480
ﾊﾄ目 2 2 2 71 2 3 2 21
ﾌﾞｯﾎﾟｳｿｳ目 1 2
ｽｽﾞﾒ目 8 123 6 131 9 74 12 106

合計 18 257 16 1,693 26 619 38 868
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３.４ 干潟部利用状況 

干潟を利用する鳥類として、水辺に生息するカイツブリ目、ペリカン目、コウノトリ目、カ

モ目、チドリ目、スズメ目セキレイ科の種のほか、魚食性の猛禽類であるミサゴ、干潟を利用

する多数のハシボソガラスが確認された。これらの種の干潟利用域を明らかにするため、食性

に着目したグルーピングを行い、表 2-3-3 に示す 8 つのグループに区分した。 

各グループの出現状況を次頁以降に整理した。 

表 2-3-3 干潟を利用する鳥類のグループ区分 

ｸﾞﾙｰﾌﾟ№ 構成種等 主な食性 現地確認種 

1 

カイツブリ、

カワウ、ミサゴ、

コアジサシ

潜水や空中からのダイビ

ングにより、主に魚を食

べる。

・カイツブリ

・カワウ

・ミサゴ

・コアジサシ

2 サギ類
浅瀬で主に魚を食べる。

昆虫、エビ、カニ等広範。

・ササゴイ

・ダイサギ

・コサギ

・アオサギ

3 陸ガモ類

主に水草や藻、草の実や

葉等。その他に水生昆虫、

貝やエビ等。 

・マガモ

・カルガモ

・コガモ

・ヒドリガモ

・オナガガモ

・ハシビロガモ

4 海ガモ類 

潜水して貝類やカニ、水

生昆虫、小魚、水草や藻

など。 

・ホシハジロ

・キンクロハジロ

・スズガモ

5 シギ・チドリ類

ゴカイ、貝、カニ、水生

昆虫等干潟の小動物を食

べる。 

・イカルチドリ

・シロチドリ

・トウネン

・キアシシギ

・イソシギ

6 カモメ類

魚類、カニ、エビ、貝、

ゴカイ、草の実や海藻、

死体等さまざまなものを

食べる。 

・ユリカモメ

・セグロカモメ

・オオセグロカモメ

・ウミネコ

7 セキレイ類

カゲロウ、ハエ、ガ等の

昆虫類やクモ、イトミミ

ズ等。

・ハクセキレイ

・セグロセキレイ

8 ハシボソガラス
雑食。草木の実や昆虫類

などの小動物等。 
・ハシボソガラス



３.４.１  カイツブリ、カワウ、ミサゴ、コアジサシ 

カイツブリは西側水路の西側及び朝明

川河口右岸外にある養魚池跡で採食して

いた。 

カワウは四季を通じて確認されたが、

利用状況としては朝明川の河口で休息し

ている個体が多くみられた。 

ミサゴは干潟上空を飛翔する様子や、

魚を探している様子を確認した。 

コアジサシは沖側のやや水深のある場所で探餌していた。

 

 

図 2-3-6 カイツブリ、カワウ、ミサゴ及びコアジサシの干潟利用状況 

（ミサゴ：1 月） （コアジサシ：6 月）

表 2-3-4 ｶｲﾂﾌﾞﾘ、ｶﾜｳ、ﾐｻｺﾞ、ｺｱｼﾞｻｼの 

季節別出現状況 

春季
6月

夏季
8月)

秋季
(9月)

冬季
(1月

ｶｲﾂﾌﾞﾘ 留鳥 2 1 1 4
ｶﾜｳ 留鳥 7 34 22 23 86
ﾐｻｺﾞ 留鳥 1 1 2 4
ｺｱｼﾞｻｼ 夏鳥 34 34
合計 個体数 41 37 24 26 128

種名
渡り
区分

平成23年度
合計

ｺｱｼﾞｻｼ(3)

ｶﾜｳ(5)

ｶﾜｳ(2)

ｺｱｼﾞｻｼ(34)

ｶﾜｳ(27)

ｶﾜｳ(7)

ﾐｻｺﾞ(1)

ｶｲﾂﾌﾞﾘ(2) 

ｶﾜｳ(1)

ﾐｻｺﾞ(1)

ｶｲﾂﾌﾞﾘ(1)

ｶﾜｳ(1)

ｶﾙｶﾞﾓ(2)

ｶﾜｳ(14)

ｶﾜｳ(6)

ｶﾜｳ(23)

ﾐｻｺﾞ(2)

ｶｲﾂﾌﾞﾘ(1)

凡 例 

●,○,→：春季(6 月)、●,○,→：夏季(8 月)

●,○,→：秋季(9 月)、●,○,→：冬季(1 月)

注 1)：●は「採餌」、○は「休息」

 網掛は「採餌および休息」を示す。 

注 2)：( )内の数字は確認個体数。 

注 3)：→は飛翔を示す。 



３.４.２  サギ類 

ササゴイは春と秋に確認され、西側水

路及び砂州に囲まれた水域で採食してい

た。ダイサギ及びアオサギが四季を通じ

て確認された。コサギは秋季・冬季に確

認され、秋季に多かった。ダイサギ・ア

オサギ・コサギは、干潟や朝明川の中州、

西側水路で採食及び休息する様子を確認

した。調査範囲内に広く分布していた。 

図 2-3-7 サギ類の干潟利用状況 

（ササゴイ：6 月） （コサギ：9 月）

表 2-3-5 サギ類の季節別出現状況

春季
6月

夏季
8月)

秋季
(9月)

冬季
(1月

ｻｻｺﾞｲ 夏鳥 1 1 2
ﾀﾞｲｻｷﾞ 留鳥 1 1 4 1 7
ｺｻｷﾞ 留鳥 11 3 14
ｱｵｻｷﾞ 留鳥 2 3 1 1 7
合計 個体数 4 4 17 5 30

渡り
区分

合計
平成23年度

種名

ｱｵｻｷﾞ(1)

ﾀﾞｲｻｷﾞ(1)

ｱ ｵ ｻ ｷ ﾞ

ｱｵｻｷﾞ(1)

ｻｻｺﾞｲ(1)

ｱｵｻｷﾞ(1)

ﾀﾞｲｻｷﾞ(1)

ｱｵｻｷﾞ(1) 

ｱｵｻｷﾞ(1)

ｺｻｷﾞ(7)

ﾀﾞｲｻｷﾞ(1)
ｱｵｻｷﾞ(1)

ﾀﾞｲｻｷﾞ(1)

ｺｻｷﾞ(2)

ﾀﾞｲｻｷﾞ(1)

ﾀﾞｲｻｷﾞ(1)

ｺｻｷﾞ(2)

ｻｻｺﾞｲ(1)

ｺｻｷﾞ(1)

ｺｻｷﾞ(2)

ｱｵｻｷﾞ(1)

ｺｻｷﾞ(1)

ﾀﾞｲｻｷﾞ(1)

凡 例 

●,○,→：春季(6 月)、●,○,→：夏季(8 月)

●,○,→：秋季(9 月)、●,○,→：冬季(1 月)

注 1)：●は「採餌」、○は「休息」

 網掛は「採餌および休息」を示す。 

注 2)：( )内の数字は確認個体数。 

注 3)：→は飛翔を示す。 



３.４.３  陸ガモ類 

陸ガモ類は、カルガモが夏季を除いて

確認され、その他の種は冬季にのみ確認

された。 

冬季の西側水路ではコガモ、ヒドリガ

モ、ハシビロガモ等が、朝明川河口部で

はマガモ、オナガガモが確認された。カ

ルガモは主に朝明川河口からその上流で

採食や休息していた。 

 

 

 

図 2-3-8 陸ガモ類の干潟利用状況 

（カルガモ：6 月） （ハシビロガモ：1 月）

表 2-3-6 陸ガモ類の季節別出現状況 

春季
6月

夏季
8月)

秋季
(9月)

冬季
(1月

ﾏｶﾞﾓ 冬鳥 4 4
ｶﾙｶﾞﾓ 留鳥 5 12 35 52
ｺｶﾞﾓ 冬鳥 35 35
ﾋﾄﾞﾘｶﾞﾓ 冬鳥 40 40
ｵﾅｶﾞｶﾞﾓ 冬鳥 25 25
ﾊｼﾋﾞﾛｶﾞﾓ 冬鳥 3 3
合計 個体数 5 0 12 142 159

平成23年度
合計種名

渡り
区分

ｶﾙｶﾞﾓ(5)

ｶﾙｶﾞﾓ(2)

ｶﾙｶﾞﾓ(8)

ｶﾙｶﾞﾓ(2)

ﾋﾄﾞﾘｶﾞﾓ(40)

ﾊｼﾋﾞﾛｶﾞﾓ(2)

ｺｶﾞﾓ(35)

ﾊｼﾋﾞﾛｶﾞﾓ(1)
ｶﾙｶﾞﾓ(21)

ｵﾅｶﾞｶﾞﾓ(6)

ﾏｶﾞﾓ(4)

ｵﾅｶﾞｶﾞﾓ(19)

ｶﾙｶﾞﾓ(14)

凡 例 

●,○,→：春季(6 月)、●,○,→：夏季(8 月)

●,○,→：秋季(9 月)、●,○,→：冬季(1 月)

注 1)：●は「採餌」、○は「休息」

 網掛は「採餌および休息」を示す。 

注 2)：( )内の数字は確認個体数。 

注 3)：→は飛翔を示す。 



３.４.４  海ガモ類 

海ガモ類は、ホシハジロ、キンクロハ

ジロ、スズガモの 3 種が冬季にのみ確認

された。 

西側水路部でまとまって確認され、採

食や休息をしていた。 

 

 

図 2-3-9 海ガモ類の干潟利用状況 

（ホシハジロ：1 月） （キンクロハジロ：1 月）

表 2-3-7 海ガモ類の季節別出現状況 

春季
6月

夏季
8月)

秋季
(9月)

冬季
(1月

ﾎｼﾊｼﾞﾛ 冬鳥 48 48
ｷﾝｸﾛﾊｼﾞﾛ 冬鳥 17 17
ｽｽﾞｶﾞﾓ 冬鳥 2 2
合計 個体数 0 0 0 67 67

平成23年度
合計種名

渡り
区分

ﾎｼﾊｼﾞﾛ(29)

ｷﾝｸﾛﾊｼﾞﾛ(7)

ｷﾝｸﾛﾊｼﾞﾛ(1)

ｷﾝｸﾛﾊｼﾞﾛ(9)

ｽｽﾞｶﾞﾓ(2)

凡 例 

●,○,→：春季(6 月)、●,○,→：夏季(8 月)

●,○,→：秋季(9 月)、●,○,→：冬季(1 月)

注 1)：●は「採餌」、○は「休息」

 網掛は「採餌および休息」を示す。 

注 2)：( )内の数字は確認個体数。 

注 3)：→は飛翔を示す。 



３.４.５  シギ・チドリ類 

イカルチドリは冬季に、シロチドリは

秋季及び冬季に、トウネン・キアシシギ

は秋季に、イソシギは四季を通じて確認

された。 

イソシギ・キアシシギは主に西側水路

で採餌を、イカルチドリは朝明川の中州

で休息、シロチドリ・トウネンは砂州で

休息・採餌が確認された。 

 

 

 

 

 

 

図 2-3-10 シギ・チドリ類の干潟利用状況 

（トウネン：9 月） （イカルチドリ：1 月）

表 2-3-8 シギ・チドリ類の季節別出現状況

春季
6月

夏季
8月)

秋季
(9月)

冬季
(1月

ｲｶﾙﾁﾄﾞﾘ 留鳥 1 1
ｼﾛﾁﾄﾞﾘ 留鳥 2 11 13
ﾄｳﾈﾝ 旅鳥 4 4
ｷｱｼｼｷﾞ 旅鳥 1 1
ｲｿｼｷﾞ 留鳥 2 2 2 3 9
合計 個体数 2 2 9 15 28

種名
渡り
区分

平成23年度
合計

ｲｿｼｷﾞ(2)

ｲｿｼｷﾞ(2)

ｷｱｼｼｷﾞ(1)

ｼﾛﾁﾄﾞﾘ(1)

ｲｿｼｷﾞ(2)

ﾄｳﾈﾝ(4)

ｼﾛﾁﾄﾞﾘ(1)

ｲｿｼｷﾞ(2)

ｼﾛﾁﾄﾞﾘ(11)
ｲｿｼｷﾞ(1)

ｲｶﾙﾁﾄﾞﾘ(1)

ｹﾘ(4)

凡 例 

●,○,→：春季(6 月)、●,○,→：夏季(8 月)

●,○,→：秋季(9 月)、●,○,→：冬季(1 月)

注 1)：●は「採餌」、○は「休息」

 網掛は「採餌および休息」を示す。 

注 2)：( )内の数字は確認個体数。 

注 3)：→は飛翔を示す。 



３.４.６  カモメ類 

留鳥であるウミネコが四季を通じて確

認され、個体数は夏季が最も多く、秋季・

冬季と続く。春季は他の季節と比べると

少なかった。 

ユリカモメ、セグロカモメ、オオセグ

ロカモメが冬季を中心に確認された。

沖に面した干潟先端部等で多くの個体

が採食や休息する様子が確認された。 

 

 

 

図 2-3-11 カモメ類の干潟利用状況 

（ユリカモメ：1 月） （休息するカモメ類：8 月） 

表 2-3-9 カモメ類の季節別出現状況 

春季
6月

夏季
8月)

秋季
(9月)

冬季
(1月

ﾕﾘｶﾓﾒ 冬鳥 1 360 361
ｾｸﾞﾛｶﾓﾒ 冬鳥 1 25 26
ｵｵｾｸﾞﾛｶﾓﾒ 冬鳥 3 3
ｳﾐﾈｺ 留鳥 80 1447 478 92 2097
合計 個体数 80 1448 479 480 2487

平成23年度
合計種名

渡り
区分

ｳﾐﾈｺ(80)

ﾕﾘｶﾓﾒ(1)

ｳﾐﾈｺ(1447)

ｾｸﾞﾛｶﾓﾒ(1)

ｳﾐﾈｺ(478)

ﾕﾘｶﾓﾒ(12)

ﾕﾘｶﾓﾒ(10)

ﾕﾘｶﾓﾒ(338)

ｳﾐﾈｺ(92)

ｾｸﾞﾛｶﾓﾒ(25)

ｵｵｾｸﾞﾛｶﾓﾒ(3)

凡 例 

●,○,→：春季(6 月)、●,○,→：夏季(8 月)

●,○,→：秋季(9 月)、●,○,→：冬季(1 月)

注 1)：●は「採餌」、○は「休息」

 網掛は「採餌および休息」を示す。 

注 2)：( )内の数字は確認個体数。 

注 3)：→は飛翔を示す。 



３.４.７  セキレイ類 

セキレイ類は、ハクセキレイとセグロ

セキレイの２種が確認され、いずれも四

季を通じて確認された。 

両種とも、干潟や草地、西側水路部、

朝明川の中州において、1～2 個体が水際

を移動しつつ採食する様子が確認された。 

 

 

 

図 2-3-12 セキレイ類の干潟利用状況 

（ハクセキレイ：8 月） （セグロセキレイ：8 月）

表 2-3-10 セキレイ類の季節別出現状況 

春季
6月

夏季
8月)

秋季
(9月)

冬季
(1月

ﾊｸｾｷﾚｲ 留鳥 6 5 3 4 18
ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ 留鳥 1 1 1 1 4
合計 個体数 7 6 4 5 22

平成23年度
合計種名

渡り
区分

ﾊｸｾｷﾚｲ(3)

ﾊｸｾｷﾚｲ(3)

ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ(1)

ﾊｸｾｷﾚｲ(4)

ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ(1)

ﾊｸｾｷﾚｲ(1)

ﾊｸｾｷﾚｲ(3)

ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ(1)

ﾊｸｾｷﾚｲ(1)

ﾊｸｾｷﾚｲ(1)

ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ(1)

ﾊｸｾｷﾚｲ(2)

凡 例

●,○,→：春季(6月)、●,○,→：夏季(8月)
●,○,→：秋季(9月)、●,○,→：冬季(1月)
注 1)：●は「採餌」、○は「休息」

網掛は「採餌および休息」を示す。

注 2)：( )内の数字は確認個体数。 
注 3)：→は飛翔を示す。 



３.４.８  ハシボソガラス 

ハシボソガラスは、四季を通じて確認

され、特に夏季に多かった。 

ほとんどの個体が干潟に集まり、潮干

狩りで掘り起こされた場所で採食してい

る様子を確認した。 

 

図 2-3-13 ハシボソガラスの干潟利用状況 

 （潮干狩りに群れるカラス）  （魚の死骸を採食するカラス） 

表 2-3-11 ハシボソガラスの季節別出現状

春季
6月

夏季
8月)

秋季
(9月)

冬季
(1月

ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ 留鳥 81 107 57 37 282
合計 個体数 81 107 57 37 282

平成23年度
合計種名

渡り
区分

ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ(1)

ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ(2)

ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ(1)

ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ(81)

ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ(107)

ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ(2)

ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ(55)

ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ(2)

ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ(8)

ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ(4)

ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ(2)

ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ(25)

凡 例 

●,○,→：春季(6 月)、●,○,→：夏季(8 月)

●,○,→：秋季(9 月)、●,○,→：冬季(1 月)

注 1)：●は「採餌」、○は「休息」

 網掛は「採餌および休息」を示す。 

注 2)：( )内の数字は確認個体数。 

注 3)：→は飛翔を示す。 



３.５ 重要種確認状況 

法律、環境省及び三重県等の選定による重要種としては、ササゴイ、ミサゴ、サシバ、イカ

ルチドリ、シロチドリ、トウネン、ウミネコ、コアジサシ、セッカの９種が確認された。（写真

2-3-1 参照）

これらの確認状況及び選定基準等を表 2-3-12 に、確認位置を図 2-3-14 に、重要種の生態等

を参考 1～6 に示す。 

表 2-3-12 鳥類の重要種確認状況 

 

 

 

 

 

 

注 1)種名及び配列は「日本鳥類目録改訂第６版」（2000 年、日本鳥学会）に準拠した。 

注 2)渡り区分は、「三重県立博物館研究報告 自然科学第１号 ２．三重県の鳥類相」（1979 年 三重県立博

物館）を参考に、一般生態や昨今の県内での確認状況に応じて区分した。 

注 3)重要種選定基準の「保存法」は「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（平成４年６

月５日 法律第 75 号）、「環境省 RL」は「環境省レッドリスト 鳥類」（2006 年、環境省）、「三重県 RDB」

は「三重県レッドデータブック 2005 動物」（2006 年、三重県）、「近畿 RDB」は「近畿地区 鳥類レッ

ドデータブック」（2002 年 京都大学学術出版会）を示す。 

国際希少：国際希少野生動植物種（国際的に協力して種の保存を図ることとされている絶滅のお

それのある野生動植物の種（国内希少野生動植物種を除く。）であって、政令で定める

ものをいう。 

EN：絶滅危惧ⅠＢ類（絶滅の危機に瀕している種で、ⅠＡ類ほどではないが、近い将来における

野生での絶滅の危険性が極めて高いもの。） 

VU：絶滅危惧Ⅱ類（絶滅の危険が増大している種。）、NT：準絶滅危惧（存続基盤が脆弱な種。） 

２：絶滅危惧種（絶滅する可能性が大きい。）、３：準絶滅危惧種（絶滅する可能性がある。）、 

４：要注目種（全国や世界で絶滅の危険があるとみなされている。） 

保存法
環境省
RL

三重県
RDB

近畿RDB
春季
6月

夏季
8月

秋季
9月

冬季
1月

1
ｻｻｺﾞｲ
(ｻｷﾞ科)

夏鳥 VU 3(繁殖) ○ ○
西側水路において、春季に採餌
中の1個体を確認した。

2
ﾐｻｺﾞ
(ﾀｶ科)

留鳥 NT EN 3(繁殖+越冬) ○ ○ ○
南側海上を西方向へ飛翔する1
個体を確認した。

3
ｻｼﾊﾞ
(ﾀｶ科)

夏鳥 VU EN 3(繁殖) ○
秋季に干潟上空を東から西方向
へ飛翔する1個体を確認した。

4
ｲｶﾙﾁﾄﾞﾘ
(ﾁﾄﾞﾘ科)

留鳥 VU ○
冬季に朝明川の中州で休息中の
1個体を確認した。

5
ｼﾛﾁﾄﾞﾘ
(ﾁﾄﾞﾘ科)

留鳥 EN 3(繁殖) ○ ○

秋季に西側水路のテトラポット
上にいる１個体を、冬季に砂州
上で休息する11個体を確認し
た。

6
ﾄｳﾈﾝ
(ｼｷﾞ科)

旅鳥 3(通過) ○
秋季に砂州で休息する4個体を
確認した。

7
ｳﾐﾈｺ
(ｶﾓﾒ科)

留鳥 4(越冬) ○ ○ ○ ○
干潮時に出現する干潟に多数が
集まって休息している状況が伺
えた。

8
ｺｱｼﾞｻｼ
(ｶﾓﾒ科)

夏鳥 国際希少 VU EN 2(繁殖) ○
春季調査時に海上で頻繁に採餌
行動をする個体を確認した。

9
ｾｯｶ
(ｳｸﾞｲｽ科)

留鳥 3(繁殖) ○
秋季に西側の草地で鳴声1個体
を確認した。

平成23年度
確認状況№ 種名

渡り
区分

重要種選定基準



ササゴイ（春季：6 月） ミサゴ（冬季：1 月）

コアジサシ（春季：6 月） トウネン（秋季：9 月）

ウミネコ（夏季：8 月）

サシバ（秋季：9 月）

写真 2-3-1(1) 確認した重要種 



イカルチドリ（冬季：1 月） シロチドリ（冬季：1 月）

写真 2-3-1(2) 確認した重要種 

図 2-3-14 鳥類重要種の確認位置図 

ｺｱｼﾞｻｼ(3)

ｳﾐﾈｺ(80)

ｺｱｼﾞｻｼ(34)

ｻｻｺﾞｲ(1)
ｳﾐﾈｺ(1447)

ﾐｻｺﾞ(1)

ｼﾛﾁﾄﾞﾘ(1)

ﾐｻｺﾞ(1)

ﾄｳﾈﾝ(4)

ｻｼﾊﾞ(1)

ｼﾛﾁﾄﾞﾘ(1)

ｻｻｺﾞｲ(1)

ｾｯｶ(1)

ｳﾐﾈｺ(478)

ｼﾛﾁﾄﾞﾘ(11)

ｲｶﾙﾁﾄﾞﾘ(1)

ﾐｻｺﾞ(2)

ｳﾐﾈｺ(92)

凡 例 

●,○,→：春季(6 月)、●,○,→：夏季(8 月)

●,○,→：秋季(9 月)、●,○,→：冬季(1 月)

注 1)：●は「採餌」、○は「休息」

 網掛は「採餌および休息」を示す。 

注 2)：( )内の数字は確認個体数。 

注 3)：→は飛翔を示す。 



参考 1 重要な種の生態等（ササゴイ・ミサゴ） 

出典：「三重県レッドデータブック 2005 動物」（三重県、2005 年） 



参考 2 重要な種の生態等（サシバ・イカルチドリ） 

出典：「三重県レッドデータブック 2005 動物」（三重県、2005 年） 



参考 3 重要な種の生態等（シロチドリ） 

出典：「三重県レッドデータブック 2005 動物」（三重県、2005 年） 



参考 4 重要な種の生態等（コアジサシ） 

出典：「三重県レッドデータブック 2005 動物」（三重県、2005 年） 



参考 5 重要な種の生態等（トウネン・ウミネコ） 

出典：「近畿地区鳥類レッドデータブック」（京都大学学術出版会、2002 年） 



参考 6 重要な種の生態等（セッカ） 

出典：「近畿地区鳥類レッドデータブック」（京都大学学術出版会、2002 年） 




